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	A1BGは機能不明の血漿糖タンパク質です。免疫グロブリンスーパー遺伝子ファミリーに属するタンパク質の可変領域と配列相同性を示します。A1BGは最近、システインリッチ分泌タンパク質3（CRISP 3）と高い親和性で結合することが示され、循環血中のCRISP 3の潜在的な毒性作用からA1BGを保護する可能性が示唆されています。
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